
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

松
源
崇
岳

の
人
と
思
想

松
源
崇
岳
は
建
長
寺
開
山
の
蘭
渓
道
隆
の
師
翁
に
当
た
り
、
特
に
筆

者
が
関
心
な
も
っ
た
の
は
、
鏡
島
元
隆
博
士

の

『天
童
如
浄
禅
師
の
研

究
』
(春
秋
社
、
一
九
八
三
年
八
月
)
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
蘭

渓
道
隆
の
示
寂
前

の
遺
誠
五
条
の
第

一
条
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

松
源
一
派
に
僧
堂
規
有
り
。
専
ら
坐
禅
を
要
す
。
其
の
余
は
何
な
か
言
わ
ん
。

千
古
廃
す
べ
か
ら
ず
。
之
れ
を
廃
す
れ
ば
、
則
ち
禅
林
何
ぞ
在
ら
ん
。
宜
し

く
守
り
て
行
ず
べ
し
。
(『大
覚
拾
遺
録
』
参
照
))

ま
た
同
時
に

「建
長
寺
法
語
規
則
」
に
も
注
目
し
、
宵
に
は

「昏
鐘

鳴

っ
て
二
更
三
点
ま
で
」
、
暁
に
は

「四
更
か
ら
暁
鐘
ま
で
」
坐
禅
す
べ

き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ひ
と
り
曹

洞
宗
だ
け
で
は
な
く
臨
済
宗
に
お
い
て
も
坐
禅
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
、
天
童
如
浄
と
交
渉
の
あ

っ
た
松
源
崇
岳
に
お
い
て
、
如
浄
の
坐

禅
は
松
源
崇
岳
か
ら
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
主
な
先
行
研
究
は
、
長
谷
川
昌
弘
氏
の

「松
源
崇
嶽
の
思
想
」

(『印
仏
研
』
三
二
―
一
、
一
九
八
三
年

一
二
月
)、
「松
源
崇
嶽
の
研
究
」
(『東

海
仏
教
』
二
九
輯
、

一
九
八
四
年
五
月
)
、
「松
源
崇
嶽
と
天
童
如
浄
」
(『印

石

井

修

道

仏
研
』
三
六
―
二
、
一
九
八
八
年
三
月
)
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
筆
者
は
大
慧

宗
果
の
系
統
と
虎
丘
紹
隆
の
系
統
と
の
交
流
と
そ
の
間
の
宗
風
に
つ
い

て
関
心
が
あ
り
、
こ
こ
に
松
源
崇
岳
で
そ
の
問
題
な
検
討
し
て
み
よ
う

と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
分
か
り
や
す
く
す
る
為
に

「松
源
崇
岳
中
心
の
略
系
譜
」
な

掲
げ
て
お
こ
う
。
(次
頁
参
照
)

既
に
拙
稿

「虎
丘
紹
隆
と
大
慧
宗
杲

」
(『
仏
教
史
学
研
究
』
二
五
―

一
、
一
九
八
二
年
一
二
月
)
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
慧
宗
杲
と
虎
丘
紹
隆

を

「二
甘
露
門
」
と
称
す
る
の
は
、
万
暦
四
五
年

(
一
六
一
七
)
成
立
の

如
惺
撰

『大
明
高
僧
伝
』
ま
で
下
る
の
で
あ

っ
て
、
李
浩
撰

「応
庵
曇

華
和
尚
塔
銘
」
(語
録
附
)
等

の
当
時
の
文
献

が
示
す
よ
う
に
、
示
寂

年
次
を
同
じ
く
す
る
円
悟
克
勤
の
法
嗣
の
大
慧
宗
果
と
円
悟
克
勤

の
孫

の
応
庵
曇
華
が

「二
甘
露
門
」
と
称
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
決
し
て

世
代
で
同
時
代
人
の
活
躍
を
判
断
し
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
松
源
崇
岳
の
伝
な
検
討
す
る
場
合
に
お

い
て
も
極
め
て
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。
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松
源

の
伝
記
を
問
題
に
す
る
に
は
、
そ
の

「塔
銘
」
が
基
本
に
な
る

こ
と

は
言

う
ま

で
も
な

い
。
続
蔵
経

に
所
収

さ
れ

る
元
禄
三

年

(
一
六
九
〇
)
の
刊
本
の
系
統
及
び
寛
政
十
三
年

(
一.八
〇
一
)
の
刊
本
の

『松
源
崇

嶽
禅
師
語
録
』
の
末
尾
に
も

「塔
銘
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、

従
来
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
『語
録
』
に
付

さ
れ
た

「塔
銘
」
の
文
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
二
種
の
五
山
版
な
含
め

て
、
明
ら
か
に
誤

っ
た
加
筆
が
あ
り
、
四
部
叢
刊
に
収
め
ら
れ
る
撰
者

陸
游
の

『
渭
南
文
集
』
巻
四
〇
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
没
年
に
関
し

て
も
、
既

に
陳
垣
撰

『釈
氏
疑
年
録
』
(中
華
書
局
、

一
九
六
四
年
三

月
)
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『語
録
』
の

「塔
銘
」
の

「嘉
定
二
年
」
の

説
は
、
『
渭
南
文
集
』
の

「嘉
泰
二
年
」
の
説
に
明
ら
か
に
訂
正
す
べ

松
源
崇
岳
の
人
と
思
想

(石

井
)

き
で
あ
る
。

ま
ず
、
伝
記
な
述

べ
る
に
当
た
り
、
「塔
銘
」
を
仮
に

一
〇
段
に
分

け
、
先
に
い
う
よ
う
に
、
『
渭
南
文
集
』
を
底
本

に
し
て
、
二
種
の
五
山

版
と
の
校
定
文
な
作
成
し
、
先
に
訓
読
文
な
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
『語

録
』
の
撰
者
の
肩
書
き
は

「太
中
大
夫
宝
謨
閣
待
制
致
仕
陸
游
撰
」
と

成

っ
て
い
る
。
[略
号
を
底
本
は

(
渭)、
五
山
版
の
語
録
は

(語
)
、
語

録
と
異
な
る
場
合

の
み
江
戸
期

の
語
録
に
基

づ
く
続
蔵
経
本

は

(続
)

で
使
用
す
る
]

①
松
源
禅
師
、
名
は
崇
岳
。
処
州
龍
泉
の
松
源

の
呉
氏
に
生
ま
る
。
故
に
因

た
く
ら
く

り

て
以

て
自
号

す
。
幼
時

よ
り
已

に
卓
犖

と

し
て
群

な
ら
ず
。
群
児

の
中

に

処
し

て
、
未

だ
嘗

て
嬉
宕

せ
ず
。
稍

や
長

じ
て
出
世

の
法
を
聞
き

て
、
之

れ
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松
源
崇
岳

の
人
と
思
想

(石

井
)

き

な
慕
嚮

す
。
年

二
十

三
に
し
て
家

な
棄

て
て
、

掃
塔

の
服

な
衣
る
。
五
戒
を

天
明
寺

に
受
く
。

松
源
禅
師
、
名
崇
岳
。
生
於
処

州
龍
泉
之
松
源
呉
氏

。
故
因
以
自
号
。
自
幼
時
、

 

 

 

 

已
卓
犖

不
群
。

処

群
児
中
、
未

嘗
嬉

蕩
。
稍

長
聞

出

世
法
、
慕
嚮

之
。
年

二
十
三

、
棄
家

、
衣
掃
塔
服
。
受
五
戒
於
天
明
寺
。

*
岳
=

岳

(語
)
=

嶽

(続
)
、
以
下

同
。

*
己
=

以

(語

)
。

*
群
=

凡

(語
)
。

*
宕
=

蕩

(語

)
。

*
饗
=

向

(語
)
。

年
=

ナ

シ

(語

)
。

*
天

=大

(語
)
。

②

首
め
霊
石
妙
禅
師

に
造

り
、
継

い
で
大
慧
杲

師

に
径

山
に
見

ゆ
。
久
し

く
し
て
大
慧
陞

堂
し
、
蒋

山
の
応
庵
華
公

の
為
人
径
捷

な
り
と
称
す
。

首
造
霊

石
妙
禅
師
、
継
見
大
慧
果
禅
師
於

径
山
。
久
之

大
慧
陞
堂
、
称
蒋
山

応
庵
華
公
為
人
径
捷

。

*
応
庵

1
=ナ
シ

(語
)
。

*
庵
=
菴

(
渭
)
。
以
下

同
。

③
師
之

れ
な
聞

き

て
、
旦
を
待
た
ず

し
て
行
く
。
既

に
至

り

て
、
入
室
す
る

も
未

だ
契

わ
ず

。
退

い
て
愈

い
よ
自

ら
奮

励
す
。
中
夜
、
自

ら
狗
子
無
仏
性

の
話
な
挙
し

て
、
豁
然
と
し

て
得

る
こ
と
有

り
。

即
ち
以

て
応
庵

に
相
く
に
、

挙
す

る
に
、
庵

、
世
尊

に
密
語
有
り
、
迦
葉
覆

蔵

せ
ず

と

い
う
。
師
、
和
尚

は
げ

を
置

す
と
云
う

に
、
応
庵
声
を

属

ま
し
て

一
喝
す
。
是

れ
よ
り
朝
夕
咨

請

す
。
応
庵
大

い
に
喜
ん

で
、
以

て
法
器

と
為

す
。
偶
な
説

い
て
勧

め
て
祝
髪

せ
し
め
、
吾
が
道

に
棟
梁

た
ら

し
む
。

 

師

聞
之
、
不
待

旦
而
行
。
既
至
、
入
室
未
契
、

退
愈
自
奮

励
。
中
夜
、
自
挙

狗

子
無
仏
性
話

、
豁

然
有
得
。
即
以
拍
応
庵
、
挙

庵
世
尊

有
密
語
、
迦
葉
不

覆
蔵

。
師
云
、
鈍
置

和
尚
、
応
庵
厲

声

一
喝
。
自

是
朝
夕
杏
請
。
応
庵
大
喜
、

以
為

法
器
。
説
偶
勧
使
祝
髪
、
棟
梁
吾
道
。

*
中
=

終

(語
)
。

*
自
=

ナ
シ

(語
)
。

*
挙
庵
=

応
庵
挙

(
語
)
。

④
隆

興

二
年

(
一
一
六
四
)
、
師
始

め
て
臨
安

の
西
湖
白
蓮
精
舎

に
得
度

す
。

ま
れ

是

れ
よ
り
江
浙

の
諸
大
老

の
門

を
偏
歴
す
。
其

の
意

に
当

る

こ
と
牢
な
り
。

隆

興

二
年
、
師
始
得
度

於
臨
安
西
湖
白
蓮
精
舎
。
自
是
偏
歴
江
浙

諸
大
老
之

門
。
罕

当
其
意
。

*
始
=

ナ

シ

(語
)
。

*
浙
=
制

(語
)
。

⑤

乃
ち
海

に
浮

ん

で
閾

に
入

り
、
乾
元

の
木
庵
永
禅
師

に
見
ゆ
。

一
日
、
木

じ

よ

庵

を
辟
し

て
、
黄
檗

に
往

か
ん
と
欲

す
。
木
庵
、
有
句
無
句

は
藤

の
樹

に
倚

る
が
如
し
と

い
う
な
挙
ぐ
。
師

云
く
、
裂
破
。
木
庵
云
く
、
瑯

椰

の
好

し

一

堆

の
燗
柴
と
道

う
響
。
師
云

く
、
矢
上

に
尖
を
加

う
。
是

の
如
く
応
酬

す
る

こ
と
数
反
す
。
木
庵

云
く
、
老
兄

の
下
語
、
老
僧

は
此

の
如
く

に
過
ぎ
ざ

る
も
、

祇
是
し
未
在
な
り
。
他

日
払
柄

手
に
在

る
も
為
人
し
得
ず

、
人
を

験

し
得
ず

。

師
云

く
、

為
人

の
者

は
、
博

地

の
凡
夫

な
し
て

一
超

に
聖
域

に
入
ら

し
む
。

固
よ
り
難

し
。

人
を

験
す

る
者

は
、
面
前

に
過

ぐ
る
を
打

向
ち

て
、

口
を
開

く
な
待
た
ず

し

て
、
已

に
渠

が
骨
髄

な
知
る
。
何

の
難
き

こ
と
か
之

れ
有

ら

ん
。
木
庵
手

な
挙
げ

て
云

く
、
明
明
に
汝
に
道

わ
ん
、

口
を
開
く

こ
と
は
舌

頭
上

に
在
ら
ず

と
。
後

に
当
に
自
ら
知

る
べ
し
。

 

乃
浮
海
入
閲
、
見
乾

元
木
庵
永
禅
師
。

一
日
辞
木
庵
、
欲
往
黄
檗

。

木
庵
挙
、

有
句
無
句
、
如
藤
倚

樹
。
師
云

、
裂
破

。
木
庵

云
、
瑯
耶
道
、
好

一
堆
燗
柴
響
。

師
云
、
矢
上
加
尖
。
如
是
応

酬
数
反
。
木
庵
云
、
老
兄
下
語
、
老

僧
不
過
如
此
、

紙
是
未

在
。
他

日
払
柄

在
手

、
為
人
不
得
、
験

人
不
得
。
師

云
、
為

人
者
、

使
博
地
凡
夫
、

一
超
入
聖
域
、
固
難
 
。
験
人
者
、
打
向
面
前
過
、
不
待
開

口
、

已
知
渠
骨
髄
、
何
難
之
有
。

木
庵
挙
手

云
、
明
明
向
汝
道
、
開

口
不
在
舌
頭
上

。

後
当
自
知
。
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*
辛
=

辞

(
語

)
。

*
欲
往

黄
檗
=

ナ

シ

(語

)
。

*
老
=

吾

(
語

)
。

*
不
過
如
此

祇
是
未

在
=

不
能
過
其
如
未
在

(語
)
。

*
後
=

復

(語
)
。

⑥
年

な
逾

え

て
、
密
庵

に
衢

の
西
山
に
見
え
、
問

い
に
随

い
て
即

ち
答

う
。

密
庵
微
笑
し
て
曰
く
、
黄
楊
禅
な
る

の
み
。
師
、
道
な
明
め
る

に
切

に
し

て
、

寝
食
な
忘
る

る
に
至

る
。
密
庵

、
蒋
山
、
華

蔵
、
径
山

に
移
住

す
。

皆
な
之

れ

に
従

う
。

一
日
、
密
庵

入
室

の
次
、
傍
僧

に
問
う
、
不

是
心
、
不

是
仏
、

不
是
物
、
と
。
師
側

に
侍

し
て
豁

然
と
し
て
大
悟
す
。
乃

ち
云
く
、
今
日
方

め
て
木
庵

の
道
う
、

口
を
開

く

こ
と
は
舌
頭

上

に
在
ら
ず

と

い
う

こ
と
を

会

す
。
是

れ
よ
り
機
弁
縦
横

に
し
て
、
鋒
触

る
る

べ
か
ら
ず
。
密
庵

又
た
霊
隠

に
遷

る
。
遂

て
師

に
命

じ
て
堂

中

の
第

一
座

と
為

す
。

逮
年
、

見
密
庵

於
衢

之
西

山
、
随

問
即
答
。
密
庵
微
笑

日
、
黄

楊
禅

爾
。
師

切
於
明
道
、
至
忘
寝
食
。
密
庵
移
住
蒋
山
、
華

蔵
、
径
山
、
皆
従
之
。

一
日
、

密
庵

入
室
次
、
問
傍
僧
、
不
是
心
、
不
是
仏
、
不
是
物
。
師
侍
側
、
豁
然
大
悟
。

乃
云
、
今
日
方
会
木
庵
道
、
開

口
不
在
舌
頭
上
。
自
是
機
弁
縦
横
、
鋒
不
可
触
。

密
庵
又
遷
霊
隠
、
遂
命
師
為
堂

中
第

一
座
。

*
笑
=

咲

(語
)
=
笑

(続
)
。

*
住
=

ナ

シ

(語
)
。

*

一
日
=
会

(語
)
。

*
不

是
心
=

不
是

心

(語
)
=

ナ

シ

(続
)
。

*
密
=

木

二
誤

ル

(
渭
)
。

*
堂
中
=

ナ
シ

(語
〉
。

⑦
旋
り

て
平

江

の
澄
照

に
出

世
し
、
密
庵

の
嗣
と
為

る
。

江
陰

の
光
孝
、
無

為

の
冶

父
、
饒

の
薦
福
、

明

の
香

山
、
平
江

の
虎
丘

に
遷

る
。
皆
な
天
下

の

名
山
な

り
。
惟

だ
冶
父

の
み
最

も
寂
寞

た
り
。
又
た

火
を
以

て
廃

る
。
師

一

た
び
之

れ
に
臨

む

に
、

四
方

の
名

柄
踵

い
で
至
り
、
棟
宇

も
亦
た
大

い
に
興

こ
る
。
人
、
師
能
く
所
居

の
山
な
大
な
ら
し
む
と
謂
え
り
。

旋
出
世
於
平
江

澄
照
、
為
密
庵

嗣
。
遷
江
陰
之
光
孝
、
無

為
之
冶
父
、
饒
之

松
源
崇
岳

の
人
と
思
想

(石

井
)

薦
福

、
明
之
香
山
、

平
江
之
虎
丘
。
皆
天
下
名
山
。
惟
冶
父
最
寂

寛
、

又
以

火
廃
。
師

一
臨
之
、
四
方
名
衲

踵
至
、
棟
宇
亦
大
興
。
人
謂
師
能
使
所
居

山
大
。

*
遷
=

徒

(語
)
。

*
名
=

ナ

シ

(語
)
。

⑧

慶
元

丁
巳
年

(
一
一
九

七
)
、
適
た

ま
霊

隠
虚
席

す
。
倉

な

日
う
、
安

ん

ぞ
岳
公

の
来

る
な
得
ん
や
。
果
た

し
て
旨
を

被

り
て
以
て
師

に
界
う
。
驩

声

潮

の
如

し
。
居

す
る

こ
と
六
年
、
道
盛

ん
に
行

わ
る
。
得
法

の
者
衆

し
。
法

席

一
時

の
冠

と
為

る
。
而

し
て
師

に
棲
隠

の
志
有

り
。

即
ち
章

を
上

り
て
住

持

の
事

な
罷

め
る
な
乞
う
。
上
、
其

の
誠

を
察

し
て
、
之

れ
を
許
す
。
退

い

て
東
庵

に
居

す
。
俄
か

に
微
疾

に
属

す
。
猶

お
少

し
も
侶
道

な
廃

せ
ざ

る
が

ご
と
し
。
忽

ち

一
則

の
語

な
垂

れ
、

以
て
学
者

な
験

さ
ん
と
し

て
曰
く
、
有

力
量

の
人
、
甚
麿

の
為

に
か
脚

を
抬
げ
起

こ
さ
ざ

る
。

口
を

開
く

こ
と
は
舌

頭
上

に
在

ら
ず

。
又
た
書
を

嗣
法
せ
る
香
山
光

睦
、
雲

居
善
開

に
胎

し
、
伝

え

る
に
大
法

な
以

て
す
。
因

に
偶

を
書
し

て
曰
く
、

来

に
所
来

無

く
、

去

に
所
去

無

し
。

玄
関
を

瞥

転

し
、
仏

祖
措
く

こ
と
岡
し
。
跏
趺

し

て
寂

す
。

実

に
嘉
泰

二
年

(
一
二
〇

二
)
八

月

四
日
な
り
。
得

年
七

十
有

一
、
坐

夏

四
十
。
全
身
を

奉

じ
て
北
高

峰

の
原

に
塔
す
。

慶
元

丁
巳
年
、

適
霊
隠

虚
席
。
倉

日
、
安
得
岳

公
来

乎
。
果
被

旨

以
昇
師
。

驩
声
如

潮
。
居
六
年
、
道
盛

行
。
得
法
者
衆
。
法
席
為

一
時
冠
。
而

師
有
棲

隠
之
志
。
即
上
章
乞
罷
住
持
事
。
上
察
其
誠
、許

之
。
退
居
東
庵
。
俄
属
微
疾
、

猶
不
少

廃
倡

道
。
忽
垂

一
則
語
、
以
験
学
者
日
、
有
力
量
人
、
為
甚

麿
拾
麼脚

不
起
。
開

口
不

在
舌
頭
上
。
又
貽

書
嗣
法
香
山
光
睦
、
雲
居
善
開
、
伝
以
大
法
。

因
書
偈

日
、
来
無
所
来
、
去
無
所
去
。
瞥
転
玄
関
、
仏

祖
岡
措
。
跏
趺

而
寂
。

実
嘉
泰

二
年
八
月

四
日
也
。
得
年
七
十
有

一
、
坐
夏

四
十
。
奉
全

身
塔
於
北

高
峰
之

原
。
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松
源
崇
岳

の
人
と
思
想

(
石

井
)

*
丁
巳
=
三

(語
)
。
*
適
霊
隠
=

霊
隠
適

(語
)
。

*
法
=

師

二
誤

ル
(続
)
。

*
棲
隠
=

栖
豚

(語
)
。

*
倡
=

唱

(語
)
。

*
忽
=
忽

親
作
書
別
諸
公
卿

且

(語
)
。

*

一
=
二

(語

)
。

*
為
=

因

(語

)
。

*
伝
=

嘱

(語
)
。

*

泰
=

定

(語
)。

⑨

塔
成
り

て
四
年
、
香
山
、
其

の
侍
者
道
孚

を
し

て
、
銘
を

以

て
某
に
属
せ

遺
む
。
某
方

に
事

を
謝
し

て
、
鏡
湖

の
上
り

に
居

す
。
年
、

八
十

に
過
ぎ

て
、

一
楊

に
病
臥
す
。
書
を
得
て
覚

え
ず
起
立

し
て
曰
く
、
亡
友
臨
川

の
李
徳
遠

浩

、
実

に
道
な
応
庵
に
聞

く
。
蓋

し
密
庵
と
同
参

な
り
。
李
徳
遠
毎

に
某
と

参

問
悟
入

の
時

の
機
縁

の
言
句
を
談
ず
。
率

ね
常

に
旦
に
達
す
。
今
ま
師

の

語

な
を読

む
に
、
峻
峭
酋

埣

に
し
て
、

下

に
雲

雨

に
臨

む

こ
と
千
仞

の
華
山

に
立

つ
が
如
し
。
天
を
蹴

り
空

に
駕

し
、
心
を
駭

か
し
目
を

眩
ま
す

こ
と
銭

塘

海
門

の
濤

の
如
し
。
虎
豹
股
栗

し
、
屋
瓦
震
動

す
る

こ
と
漢
軍
昆
陽

の
戦

の
如
し
。

追

い
て
徳
遠

の
言
う
所
を
思

い
て
、
然

し

て
後

に
師

の
臨
済
正
宗

に
し
て
応
庵
、
密
庵

の
真

の
子
孫

な
る

こ
と
な
具
え

る
を
知

る
。

 

 

 

塔
成

之
四
年
、
香

山
遣

其
侍
者
道

孚
以
銘

属
某
。
某

方
謝
事
、
居
鏡

湖
上
。

年
過

八
十
、
病
臥

一
榻
。
得
書
不
覚

起
立
日
、
亡
友

臨
川
李
徳
遠
浩
、
実
聞

道
於
応
庵
。
蓋
与
密
庵
同
参
。
李
徳
遠
毎
与
某
談
参
問
悟
入
時
機
縁
言
句
。

率

常
達
旦
。
今
読
師
語
、
峻
蛸
酋
卒

、
下
臨
雲
雨

、
如
立
千
例
之
華
山
。
蹴

天
駕
空
、
駭

心
眩

目
、
如
銭
塘
海

門
之
濤
。
虎
豹

股
栗
、
屋
瓦
震
動
、
如
漢

軍

昆
陽
之
戦
。
追
思
徳
遠
所
言
、
然
後

知
師
具
臨
済

正
宗
応

庵
密
庵
之
真
子

孫

也
。

*
孚
=

敷

(語
)
。

*
銘
属
某
=

師

八
会
語
録
来

求
銘
於
游

(語
)
。

*
某

=游

(語

)
。
以
下
同
。

*
李
=

ナ

シ

(語

)
。

*
立
=

五

(語

)。

*
動

=堕

(語

)
。

*
具
=
為

(語
)
。

⑩
銘

に
曰
く
、
臨
済

の

一
宗
、
先
仏

の
正
伝
。
応

庵
父
子
、
一
口
を

以

て
呑
む
。

金
圏

7
.栗

蓬
、
晩

に
松
源
に
授
く
。
松
源
初

心
、
論
劫
参
禅

す
。

一
笑

の
中

に
於

て
、
疾
雷
山
を

破

る
。
八
道
場

に
坐

し
、

衆
、
濤
瀾

の
如
し
。

金
鏃

手

を
脱

し
て
、
首
を

砕

き
肝
を

裂
く
。
彼

の
昏

き
何

ぞ
智
な
ら
ん
、
万
里

の
鉄
関
。

後
十

大
劫
、
山
を
崔

き
川
を
湮

め
ん
。
法
力

の
持
す

る
所
、
此

の
塔
鯖

然

た

ら

ん
。

銘

日
、
臨

済

一
宗
、
先
仏
正
伝
。
応
庵
父
子
、

以

一
口
呑
。
金
圏
栗

蓬
、

晩

 

授
松

源
。
松

源
初
心
、
論
劫
参

禅
。
於

一
笑
中
、

疾
雷
破

山
。

坐
八
道

場
、

 

衆
如
濤
瀾
。
金
鏃
脱
手
、
砕
首
裂
肝
。
彼
昏
何
智
、
万
里
鉄
関
。
後
十
大
劫
、

擢
山
湮
川
。
法
カ
所
持
、
此
塔
鯖
然
。

*
晩
=
脱

(語
)。
*
笑
=
咲

(語
)。
*
坐
八
=
八
坐

(語
)。
*
首
=

骨

(語
)。
*
智
=
知

(語
)。

こ
の
伝
記
の
中
で
注
目
す
べ
き
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
松
源
は
密
庵

威
傑

の
下
で
大
悟
し
そ
の
法
を
嗣
ぐ
が
、
そ
の
大
悟
の
内
容
の
確
認
が

木
庵
安
永
の

「開
口
不
在
舌
頭
上
」
の
説

で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
木
庵
安
永
は
大
慧
宗
果

の
孫
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

松
源
が
大
慧
宗
杲
に
参
じ
た
時
に
、
応
庵
曇
華

な

「蒋
山
の
応
庵
華
公

の
為
人
径
捷
な
り
」
と
推
奨
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
宗
風
に
対
立
な
ど

は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
「開

口
不
在
舌
頭
上
」
の
説
と

は
外
で
も
な
い
松
源
崇
岳
の
二
転
語
乃
至
4
転
語
と
喚
ぼ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
法
嗣

の
無
明
慧
性
に
引
き
継
が
れ
、
二
転
語
は

『
無
門
関
』

の
二
〇
則

「大
力
量
人
」
の
話
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
『語
録
』
に
よ
れ
ぼ
、
黄
龍
慶
如
の

「語

録
序
」
に
も

「松
源
和

1
3
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尚

示
徒

云
、

明

明

向

汝

道

、

開

口
不

在

舌

頭

上

」

と

あ

る
よ

う

に
、
松

源

は
中

で
も

「開

口
不

在

舌

頭

上

」

の
説

だ

け

を

し
ぼ

し
ぼ

く

り

か

え

し

て
説

い
て

い
た

こ
と

が
判

明

す

る
。

そ

れ

で

は
松

源

の
中

心

的

な

説

で
あ

る

「開

口
不
在

舌

頭

上

」

と

は
、

い
か

な

る
内

容

な

の

で
あ

ろ

う

か

。

こ
こ
に
興

味

あ

る

二

つ
の

「普

説

」

が

あ

る
が

、

そ

の
全

文
を

紹

介

す

る

こ
と

は
紙

数

の
関

係

で

で
き

な

い
。

そ

の

一
部

は

次

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

趙

州

で
始

ま

る

「普

説
」

[イ

]

を
仮

に
七

段

に
分

け

る
と

、

長

慶

慧

稜

の
捲
簾

大
悟

の
因

縁

や

有

名

な

香

厳

撃

竹

悟

道

の
話

や

大

慧

の
法

嗣

の
晦

庵

弥

光

の
大
悟

を
述

べ
た

後

に
次

の
よ
う

に
述

べ

る

の

で
あ

る
。

⑥
若
し
此

の
事
を
荷
担

せ
ん
と
要

せ
ぼ
、
実

に
人
な
得

る

こ
と
難
し
。
所
以

に
大
慧
、
円
悟

の
、
如
何

な

る
か
是

れ
諸
仏
出
身

の
処
、

云
く
、
薫

風
南
よ

り
来
た
り
て
、
殿
閣
微
涼
生
ず
、
と
云
う

に
因
り

て
、
漆
桶
な
打
破
し
了

る
。

入
室

に
至
る
毎

に
、
円
悟

只
だ
是
れ
道

う
、
未
在
、

と
。
後

に
、
樹
倒

れ
藤

枯

る
時
如
何
、

云
く
、
相

い
随

い
来
た

る
、

と

い
う
を
挙

す
る

に
因
り

て
、

驀
忽

に
非
を
知

る
。
円
悟
便

ち
請
し

て
立
僧
せ
し
む
。

⑦
参
禅

は
須

ら
く
是
れ
悟

る

べ
し
、
悟
り
了
り

て
須
ら
く
是
れ
人

に
遇

う

べ

し
。
若
し
人

に
遇
わ
ざ
れ
ぼ
、
藁

教

い
箇

の
払
子

の
柄

の
汝
が
手
裏

に
在

る

も
、
為
人
し

て
為

し
得
ず
、
人

な
験
し

て
験
し
得
ず
、
只
だ
是
れ
杜
撰

の
阿

師
に
し

て
、
学

人

の
眼
な
瞎

す
る

の
み
、
是
れ
小
事
な
ら
ず
。
尓

看

よ
、

五

祖

の
説
話
、
ロ
ハ
だ
尋
常

の
語
言

な
用
う
る

の
み
。
須
ら
く
知

る
べ
し
佗

の
為

人

の
処
別
な

る
こ
と
な
。
後

に
三
仏

の
出

で
来
た

る
を
得

て
、
甚
だ
気
概
を

生
ず
。
是

れ
佗
は
真
箇

の
正
脈

を
踏
著

す
る
底
。
決
定

し
て
事

に
千
わ
ら
ず

。

松

源
崇
岳

の
人
と
思
想

(石

井
)

也

た
如

何
ん
が
佗

の
這

の
星
子

な
昧

得

せ
ん
。
尓

若

し
踏

み
著

れ
ざ

れ
ぼ
、

自
ら
転
身

の

一
路
無
し
、
只

だ

一
知
半
解
を

守

る
の
み
に
し
て
、
鄭
重

に
宝

惜
し
、
肯

て
放
捨
せ
ざ

る
は
、

乃
ち
是
れ
大
病
な
り
。
畢
竟

種
艸

と
為

る
に

堪
え
ず
。
明
明

に
汝

に
向
か

っ
て
道

う
、

口
を
開
く

こ
と

は
舌
頭

上
に
在

ら

ず
、
潮
を

弄
す

る
は

須
ら
く
是

れ
潮

な
弄
す

る
人
な

る
べ
し
。
急

に
精

彩

を
著
け
よ
。
大
丈
夫
児
、
阿
誰
か
分
無
か
ら
ん
。
夜
深
け
て
久
立
。

こ
こ
は

『大
慧
語
録
』
巻

一
七

(大
正
巻
四
七
―
八
八
三
a
b
)
等
で

知
ら
れ
る
大
慧
の
大
悟
の
過
程
と
松
源
自
身
の
経
験
が
見
事
に
重
な
り

合
わ
さ
れ
て
お
り
、
「開
口
不
在
舌
頭
上
」
と
は
、
言
語
を
通
し
て
大

悟
を

経
験
し
て
も
更
に
遇
人
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
遇
人
に

よ
っ
て
為
人
や
験
人
が
出
来
る
ま
で
に
到
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

公
案

の
言
語
の
商
量
を
突
き
抜
け
る
真
の
大
悟

の
必
要
性
を
示
唆
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
今

一
つ
の
心
外
無
法
で
始
ま
る

「普
説
」
[
ロ
]
を

仮
に
四
段
に
分
け
る
と
、
そ
の
二
段
目
に
は
長
文

の
応
庵
曇
華

の
大
悟

の
経
験
が
松
源
の
経
験
と
こ
れ
ま
た
重
ね
合
わ

さ
れ
て
語
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

ま
ず
は
応
庵
の
公
案
参
究
に
つ
い
て
語
ら
れ

る
。

師
祖
初
め
て
行
脚
の
時
、

一
尊
宿
の
会
下
に
在
り
て
住
す
。
多
く
学
者
を
し

て
公
案
を
過
ご
さ
し
む
。
時
に
師
祖
、

一
僧
と
同
じ
く
仏
殿
裏
に
在
り
て
一

則
の
公
案
を
過
ご
す
。
恁
麼
に
過
す
も
也
た
過
し
得
ず
、
又
た
恁
麼
に
過
す

も
也
た
過
し
得
ず
。
二
人
商
確
し
て
、
覚
え
ず
鶏
唱
う
、
遂
て
掌
を
拊描
ち
て

散
じ
去

る
。
後
来

一
一
に
過

ご
し
得
了

る
も
、

只
是

し
依
前

と
し

て
肚
裏
黒

漫
漫
地

な
り
。
遂

て
冷
地

に
思
量
し

て
道
う
、
若

し
恁
麼

に
参
禅

せ
ぼ
、
如
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何
が
生
死
に
敵
得
せ
ん
。

次
に
曹
洞
宗

の
大
洪
報
恩

(
一
〇
五
八
―
一
一
一
一
)

の
法
嗣

の
水
南

守
遂

(
一
〇
七
二
―
一
一
四
七
)
の
下
で
学
ん
だ
公
案
参
禅

の
指
導
を
批

判
し
、
更
に
円
悟
克
勤
に
参
じ
、
円
悟
が
蜀
に
帰
る
時
に
随
お
う
と
す

る
が
、
虎
丘
紹
隆

・
大
慧
宗
果

・
此
杲庵
景
元

(
一
〇
九
四
―

一
一
四
九
)

の
い
ず
れ
も
が

「見
処
は
老
僧
と

一
般
な
り
。
但
し
去
き
て
佗
に
見
え

さ
え
す
れ
ぼ
、
必
ず
汝
が
為
に
大
事
を
了
却
せ
ん
」
と
言
わ
れ
、
結
局
、

虎
丘
紹
隆
に
参
じ
て
大
悟
し
、
嗣
法
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
応
庵

が
此
庵
に
参
じ
た
時

の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語
る
の
で
あ
る
。

此
庵
元
和
尚
、
時
に
処
州
の
連
雲
に
住
す
。
師
祖
道
う
、
我
れ
旧
に
雲
居
に

在
り
し
時
、
毎
に
這
の
漢
の
無
滋
味
な
喫
す
。
如
今
看
来
ら
ぼ
、
未
だ
必
ず

し
も
佗

の
我

が
田
地

に
到
ら
ず
。
且
く
去

り

て
佗
を

験
し
看

ん
、
如

何
と
。

綾

か

に
到

る
や
、

便
ち
方
丈

に
上
る
。
侍
者
通
報

す
。

此
庵
聞

き
得

て
、
郎

忙

と
し

て
出

で
来

た

る
、

一
見
し
て
便
ち
云
く
、
華

兄
、

此

の
番

且
喜
す
ら

く

は
大
事
了
畢
せ

る
こ
と
を

。
師
祖
道
く
、
我
未
だ
曾

て
口
を
開

か
ざ

る
に
、

佗

已
に
知
り
了

り
ぬ
。
得
底

の
人

の
相
見
、
言

に
形

る
に
在
ら
ず

し

て
、
便

ち
落
処

な
知

る
。
這

箇
は
便

ち
是
れ
参
禅
底

の
榜
様

な
り
。
豈

に
今
時

の

一

般

の
長
老

と
学
者

と

の
相
見

の

一
句
来
た
り
、

一
句
去

り
、
末
後

に

一
句
を

多
く
し
て
、
便
ち
禅
を
轟
ち
得
た
る
と
為
す
に
似
ら
ん
や
。
究
竟
し
て
深
浅

を
知
ら
ず
。
蓋
し
佗
は
曾
て
正
脈
を
踏
著
せ
ず
、
只
だ
言
句
裏
に
在
り
て
活

計
を
作
す
の
み
。

こ
の
よ
う
に
二
段
を
終
え
て
、
三
段
に
は
控
杖
子
の
話
、
洞
山
麻
三

斤

の
話
や
南
嶽
磨
甎

の
話
な
取
り
上
げ
、
最
後

の
四
段
を

次
の
よ
う
に

結

ん

で

い
る

の
で
あ

る
。

嶽
上
座
却

て
箇

の
方
便
有

り
。
只
だ
尓

が
情
を

尽
く
し

て
放
下
し

て
従

前

の

学
得
底
、
参

得
底
、
悟
得
底

、
諸
方
伝

得
底
を

、

一
時
に
佗
方
世
界

に
颶

向

し

て
、
箇

の
百

不
知
、
百

不
会
底

の
人

と
作

り
、
舌
、
私

に
寄

せ
ず

、
意
、

玄

に
停

ま
ら
ず

、
心

に
侍

む
所
無

く
、
行

に
倚

る
所
無
ら

ん
こ
と
を

要
す
。

驀
然
と
し

て
失
脚
し

て
踏
翻

せ
ぼ
、
以

て
箇

の
没
量
大
漢
と
作
り

て
、
臨

済

正
宗
を
滅
却
し
、

一
切
人

の
与
に
を
解
き
縛
を
去
り
、
楔
を

抜
き
釘

な
抽
く

べ
し
、
則
ち

一
一
に
緇
素
咬

然
た
ら
ん
。
所
以
に
道
う
、
尓

若
し
高
高

た

る

峰
頂
に
立
た
ぼ
、
我
れ
便

ち
深
深
た

る
海
底

に
行
く
、
と
。
是
れ
人

と
共

に

住
す
る

こ
と
難
き

に
あ

ら
ず

、
大
都
緇

素
分
明
な
ら
ん
と
要

す
。

兄
弟

、
山

僧
今
夜
情
を

尽
く
し

て
道

い
了
れ
り
。
須
ら
く
知

る
べ
し
、

口
を
開

く

こ
と

は
舌
頭
上

に
在

ら
ざ

る

こ
と
を

。
喝

一
喝
す
。

こ

の
普

説

の
結

び

に

も

「開

口
不

在

舌

頭

上

」

の
語

が
示

さ

れ

て

い

る
が
、

上

に
紹

介

し

た

一
部

分

に
も

そ

の
述

べ
よ

う

と

す

る
内

容

が

示

さ

れ

て

い
る
と

言

え

よ

う

。

す

な
わ

ち

、

「我
未

だ
會

て
口

を
開

か
ざ

る

に
、
佗
已
に
知
り
了
り
ぬ
。
得
底
の
人
の
相
見
、
言
に
形
る
に
在
ら
ず

し
て
、
便
ち
落
処
を
知
る
。
這
箇
は
便
ち
参
禅
底
の
榜
様
な
り
」
と
い

う
。
つ
ま
り
、
言
語

に
出
す
以
前
の
消
息
を
遇
人
を
通
し
て
確
認
し
な

け
れ
ぼ
な
ら
な

い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
判
断
す
る
と
、

全
く
公
案
を
使
用
し
な
い
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
為
人
の
手
段
と
し
て

公
案
が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
公
案
を
通
過
し
た
世

界
は
言
語
に
留
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「普
説
」
で
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応
庵
が

い
う

「尽
大
地
是

一
箇
公
案
」
で
あ
り
、
回
庵
誰
令
憲
の

「松

源
和
尚

語
録
序
」
に
い
う
松
源
の
接
化
の

「本
分
現
成
公
案
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

松
源
崇
岳

の
思
想
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
だ
、
多
く
の
説
示
を
分
析

す
る
必
要

が
あ
ろ
う
が
、
彼
の

「塔
銘
」
は
重
要
な
分
析
の
材
料
で
あ

る
こ
と
だ
け
は
指
摘
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
資
料
は

『
渭
南
文
集
』

の
塔
銘
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も

『語
録
』
と
の
比
較
か
ら
判

明
し
た
と

い
え
よ
う
。
松
源
の
伝
記
は
、
更
に
当
時
の
禅
者
の
交
流
を

詳
細

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
松
源
崇
岳
は
結
局
は

「臨
済
正
宗
」

「楊
岐
正
脈
」
「東
山
正
脈
」
を
打
ち
立
て
た
の
で
あ
り
、
そ
の
宗
派
意

識
を
越
え
る
主
張
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
『語
録
」

の
い
た
る
と
こ
ろ
に

現
れ
て
い
る
こ
と
で
間
違

い
な
い
。
そ
の
宗
風
が
禅
思
想
史
上
で
い
か

な
る
特
色
を
も
つ
の
か
は
幅
広

い
検
討
が
今
後
に
残
さ
れ
て
い
よ
う
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

松
源
崇
岳
、
『
渭南
文
集
』、
開
口
不
在
舌
頭
上
、
木
庵
安

永

(駒
澤
大
学
教
授
、
文
学
博
士
)

松
源
崇
岳
の
人
と
思
想

(石

井
)
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(138) Abstracts

Taisho Canon vol.l4. Therefore, in this paper I have researched the Vimala-

kirtinirdesa text dated close to the time of Zhiyi, as far as the eighth chapter. 

On the basis of this research, I was able to point out areas with particular 

relevance to Zhiyi. 

25. Songyuan Chongyue: His Biography and Thought 

Shudo ISHII

In this article I have re-examined the stupa inscription for Songyuan

Chongyue(松 源 崇 岳), which was written by Lu You(陸 游)and included in

his Weinan Anthology. According to the inscription, Songyuan was enlight-

ened upon hearing Mi'an Xianjie's(密 庵咸 傑)instructions on Muan Anyong's

(木 庵 安 永)phrase,"opening one's mouth is not on the tongue."Muan Any-

ong was a second-generation successor to Dahui(大慧). Afterward, this

phrase came to represent Songyuan's teaching. The phrase's meaning is ex-

amined on the basis of two of his general lectures(普 説), in which both the

experience of great enlightenment based on the koan and having an encoun-

ter with a good Zen master are important. Thus this koan becomes referred

to as"a single koan that exhausts the great earth"and"the koan of the im-

mediate manifestation of one's original allotment."

26.Shenhui's(神 會)Bodhisattva-sila Thought

Shiro NAKAJIMA

Parallelisms between the early stage of Chars Buddhism(禅 宗)and the

Mahayana-Bodhisattva-sila Movement(大 乗 菩 薩 戒 運 動)have been pointed

out. Northern Song Chan's(北 宗)Wushen Fangbian men(『 無 生 方 便 門 』),

Shenhui's Platform-Words(『 壇 語 』), the Lidai fabao ji and the Dunhuang

Platform Sutra of the Sixth Patriarch(敦煌 本 『六 祖 壇 経 』)"〈Mind-ground-

Formless-sila(心 地 無 相 戒)>record the giving and receiving of the Mahaya-

na-Bodhisattva-CIla according to the rites prescribed in the Fanwangjing(『

梵 網 経 』)since the Fourth Patriarch Daoxin(四 祖 道 信). That Shenhui's Plat-
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